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令和２年度第１回千葉県国民健康保険運営協議会議事概要 

 

 

１ 日時 令和２年９月３日（木）午後２時３０分～午後４時 

 

２ 場所 千葉県教育会館本館３階３０３会議室 

 

３ 出席委員 

（委員総数１４名中１０名出席） 

岡田委員、鎌形委員、石井委員、久保木委員、永島委員、福山委員、小賀野委員、 

長根委員、須田委員、佐藤委員 

 

４ 会議次第 

１ 開会 

２ 保険指導課長あいさつ 

３ 議題 

（１）「千葉県国民健康保険運営方針」中間見直しについて 

（２）令和３年度納付金・標準保険料率の算定について 

４ 報告事項 

（１）令和元年度国保特別会計（県・市町村）の決算状況について 

（２）令和２年度市町村保険料率の設定状況について 

（３）令和元年度運営方針に基づく取組結果（市町村分） 

（４）令和３年度保険者努力支援制度について（都道府県分） 

（５）国保ヘルスアップ支援事業について 

５ その他 

６ 閉 会 

 

 

５ 議事 

  

（１）「千葉県国民健康保険運営方針」中間見直しについて 

 

○事務局説明 

事務局より資料１－１から資料１－３をもとに説明 
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○意見・質疑応答 

（委員） 

説明の中で強調されていたと思われるところは、県と県内市町村との間で、議論を 

深め、考え方を共有するというような点だと思うが、補足はあるか。 

 

 （事務局） 

   保険料水準の統一ということで、具体的な事務として、どのような形で、市町村が行わ

れているのか、「見える化」をしながら、制度が安定的なものとなるよう、さらに共有する

認識を持ちつつ、議論を深めていきたいと考えている。 

  

（委員） 

  保険料水準の統一の目的、メリット、誰がそれを求めているのか、教えてほしい。 

 

（事務局） 

  統一をするという結論づいた話を今の段階で申し上げる状況ではない。 

  しかし、複数の市町村から、県内の国保運営が１本になっている現状において、保険料

水準の統一を進めていくべきではないのかという意見もいただいている。 

  県としては、市町村の意見を元に、全体的なことをこれから決めていこうかと思ってお

り、メリット、デメリットなど具体的に示しながら、議論を開始していきたいと考えてい

る。 

 

（委員） 

  「広域化前の推計値を上回る被保険者数の減少傾向」ということで、社会保険適用拡大

や高齢世代の就労促進により、国保に残るのは重症リスクの高い人ばかりとなり、保険料

を賄うのはなかなか難しい。保険料統一により、リスクを平準化するというのは理解して

いる。しかし、リスク分散したとしても、今後、人口構造的にさらに難しくなってくると思

うので、このことを見据えた計画というのを念頭において進めていってほしい。  

 

  

（２）令和３年度納付金・標準保険料率の算定について 

 

○事務局説明 

事務局より資料２－１及び２－２をもとに説明 

 

  ○意見・質疑応答 

  ＜質疑なし＞ 
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６ 報告事項 

 

（１）令和元年度国保特別会計（県・市町村）の決算状況について 

 

○事務局説明 

  事務局より資料３－１から資料３－６をもとに説明 

 

○意見・質疑応答 

  ＜質疑なし＞ 

 

 

（２）令和２年度市町村保険料率の設定状況について 

 

○事務局説明 

  事務局より資料４－１及び４－２をもとに説明 

 

○意見・質疑応答 

  ＜質疑なし＞ 

 

 

（３）令和元年度運営方針に基づく取組結果（市町村分） 

  

○事務局説明 

  事務局より資料５をもとに説明 

 

○意見・質疑応答 

  ＜質疑なし＞ 

 

 

（４）令和３年度保険者努力支援制度について（都道府県分） 

 

○事務局説明 

  資料６－１及び６－２をもとに説明 

 

○意見・質疑応答 

  ＜質疑なし＞ 
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（５）国保ヘルスアップ支援事業について 

  

○事務局説明 

  事務局より資料７及び参考をもとに説明 

 

○意見・質疑応答 

（委員） 

  市町村ごとの特徴的な健康課題というのは、顕著にみられるのか。それともほとんど同 

じなのか。 

 

（事務局） 

  大きな傾向は、それほど変わらない。しかし、疾病ごとに、例えば、このエリアについて 

は糖尿病患者が多い、あるいは心疾患がどのエリアに多いといったような、個々の地域ご 

との特性というのは、若干だがある。そういった課題を分析により出し、それと照らし合 

わせて、優先順位をつけて、ヘルスアップということで、市町村を支援していこうと考え 

ている。 

 

（委員） 

  分析の委託先は、民間の企業ということか。 

 

（事務局） 

  プロポーザル方式によって、現在、公募をかけている。 

 

（委員） 

  委託すると費用がかかるので、ゆくゆくは、できれば、県庁職員の方でできるようにな 

るとよい。 

 

     

７ その他 

 

○全体を通した意見・質疑応答 

（委員） 

 来年３月より、オンライン資格確認が始まり、マイナンバーカードにより資格確認がで 

きるようになるが、千葉県のマイナンバー普及率はどれくらいか。また、マイナンバー普 

及率を上げていくために、今後どのような取組を行っていくのか。 

 

（事務局） 

 ３カ月くらい前のデータだが、千葉県内のマイナンバーカード普及率は１５％くらいに 

留まっていた状態だったと思う。 
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   マイナンバーカード普及にあたり、国策で、マイナポイントというようなインセンテ

ィブをつけながらすすめている。市町村の窓口で、案内等もしている。  

 

 

８ 閉会 

 午後４時閉会 


